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は　し　が　き

公務員はどのような仕事をしているの？
　皆さんは公務員にどのようなイメージを抱かれていますか？普段私たちが
目にする公務員といえば，市役所の受付や警察官・消防官などです。もちろ
んこのような仕事も公務員の重要な職務の一つです。
　実際は，公務員はもっと幅広い業務を行っています。たとえば，国家公務
員は経済・外交・福祉など国家の基本政策の企画立案に参画し，決定した政
策を遂行します。地方公務員は，各地方自治体が地域の特性に合わせて独自
の政策を展開しています。今後，地方分権の推進により地方独自の企画立案
をする機会が増加することが予想されます。
　このように公務員の職務は多岐に渡り，今後も職域が広がることが予想さ
れます。

公務員になろう
　これからの公務員に要求されるのは，幅広い領域の企画立案ができるよう
な能力を持った人材です。そのため，公務員試験は教養試験も専門試験も非
常に多岐に渡っています。全ての出題範囲を網羅的に学習するのは長い時間
がかかります。短期間で公務員試験に合格するためには，試験に出題される
範囲を効率的に学習する必要があるのです。

　本書は，大卒レベルの国家公務員一般職，市役所試験レベルの公務員試験
の重要分野をわかりやすく解説したテキストです。初めて勉強される方でも
理解しやすいよう全体像が描けるような構成に，学習が進んだら応用分野を
中心に知識の確認ができるようになっています。

　本書を利用された皆さんが，最終合格を勝ち取られることを心より祈念い
たします。

2012年３月吉日
株式会社　東京リーガルマインド
ＬＥＣ総合研究所　公務員試験部



本書の効果的活用法
プロローグ

編全体に対する導入コメントです。
これから勉強する範囲の全体像が
つかめます。

本　文
各項目について具体的なイメージを
つかむことができます。

図　表
図表を見やすくして，わかりやすく
まとめました。

過去の出題例
本試験過去問をもとに，分野ごとの
出題傾向をわかりやすく，グラフに
しました。勉強をする際の目安にし
てください。
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国民所得の計算

国民所得決定（財市場分析）

政府の総需要管理政策

　この第１編では，商品が取引される財市場を分析するこ
とにより，国民の所得がどのように決定されるかについて
説明します。
　まず，国民所得の大きさを計算する方法について説明し
ます。国民所得は，統計データに基づいて計算されます。
この統計データから，どのような方法で国民所得が計算さ
れるかを考えます。
　つぎに，国民の経済活動により，どのように国民所得が
決定されるのかを，図を用いて説明します。
　最後に，政府は失業対策として，どのような政策を実施
する必要があるかという政府の経済政策について，説明し
ます。

財市場と国民所得の決定

1

国内総生産の計算
国民所得の計算

国民所得計算の注意点

過去の
出題例
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﻿　マクロ経済学の基礎

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

マクロ経済学は，国の経済がどのような仕組みになっているかを分

析する学問です。国の経済の仕組みは，下のような経済循環図で表

すことができます。

図のように，国の経済は，財市場，貨幣市場（債券市場），労働市

場の３つの市場から構成されています。

まず，財市場とは，家計（消費者）と企業（生産者）の間で，財
の取引が行われる市場です。

ここで，財とは商品のことです。そして，財を購入する人を，家計

あるいは消費者とよびます。また財を生産・販売する人を，企業ある
いは生産者とよびます。経済活動の基本は，この消費者（家計）と
生産者（企業）の間の商品の売買です。すなわち，企業が財を生産・

販売し，その財を家計が購入するということが，経済活動の基本と

1 経済循環図

財市場

労働市場

貨幣市場
（債券市場）

［家計］ ［企業］
財取引

労働取引

注）　　実物（財，労働）の流れ
注）　　貨幣の流れ

貨幣取引

［国の経済の仕組み］

2 財市場

1
B

国の経済の仕組み
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第 1編　財市場と国民所得の決定

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

この国では，農業が40万円の小麦を生産し，製造業が100万円のパ

ンを生産しているので，国内総生産額は140万円となります。しかし，

このすべてが国民の所得になるのではありません。なぜなら，この

140万円の中には，原料として生産の途中で失われてしまう小麦40万

円が含まれており，失われる40万円分は，国民の所得にはならない

のです。

よって，この国内の総生産額の計140万円から中間生産物（原料）

40万円を差し引いた分が，この国の国内生産で得られる国民所得（国

内総生産ＧＤＰ）100万円となるのです。

この国内総生産ＧＤＰは，国内の付加価値を計算したものであると

いわれます。なお，付加価値とは，国民が労働により生み出した（付
け加えた）価値のことを意味します。

先の例をもう一度示すと，以下のようになります。

（労働） （所得）

農業 タネ ＋40万円 小麦 付加価値

（０円） （40万円） 40万円

製造業 小麦 ＋60万円 パン

（40万円） （100万円） 60万円

まず，農業に従事する国民は，１年間の労働により，０円のタネか

ら40万円の小麦を生産したのですから，労働により40万円の価値を

生み出した（付け加えた）ことになります。よって，農業の付加価値

は40万円となります。そして，この付加価値40万円が，農業に従事

する国民の所得40万円になるのです。我々は，自分が働いて生み出

した価値（額）だけ，労働の報酬として所得を得るのです。

つぎに，製造業に従事する国民は，１年間の労働により，40万円

の小麦から100万円のパンを生産したのですから，労働により60万円

の価値を生み出した（付け加えた）ことになります。よって，製造業

の付加価値は60万円となり，この付加価値60万円が，製造業に従事

する国民の所得60万円になります。

よって，この国全体の付加価値は100万円であり，これは国内総生

産であるＧＤＰの100万円に一致します。

3 国民所得と付加価値



演習問題
今まで学習してきた成果を試す問
題です。本書の学習内容に即した
問題ばかりですのでチャレンジし
てみてください。

公　式
本文中でしっかりマスターしてほし
いポイントをまとめました。

解答・解説
演習問題の解答・解説になります。
もし間違えた問題があれば，どこを
間違えたのか，しっかり確認して復
習しておいてください。

61

1　不況（失業）と政府の政策

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学
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次の問いに答えなさい。
下の図は，国民所得が消費Ｃと投資Ｉからなる経済の45度線モデルである。完全雇用国

民所得水準をＹfとすると，デフレ・ギャップを示す部分はどれになるか。

正解　ＢＣ
デフレ・ギャップとは，完全雇用国民所得Ｙfを達成する総需要（Ｙd）に対する現実の

総需要（Ｙd1）の過少分をいいます。

公式 1　均衡国民所得Ｙ＜完全雇用国民所得Yf
　 　失業（不況）
2　不況（失業）の原因
　 　財の総需要不足（デフレ・ギャップ）
3　�政府支出Ｇの増加や租税Ｔの減少（財の総需要の増加）
　 　完全雇用の達成

Ｙs

Ｙd2

Ｙd1

A

B

CD

45°

E

F

Ｙd

Ｙd，Ｙs

Ｙ1 Ｙ2
YＹfO
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1　ＡＤ曲線

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学
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下がりの線であり，これが総需要ＡＤ曲線となります。

このＡＤ曲線は，物価Ｐが下落すると，国民所得Ｙが増加すること

を示しています。

なぜ，物価Ｐが下落すると，国民所得Ｙが増加するのでしょうか。

これは，物価Ｐが下落して財が安くなると，国民の財の需要（購入）

が増加するため，需要増大による乗数効果で国民所得Ｙが増加する＊1

からです。すなわち，右下がりのＡＤ曲線は，物価Ｐの下落は財の総
需要を増大させる（これにより国民所得Ｙが増加する）ことを示し
ているのです。

下の資料からＡＤ曲線を導出しなさい。
あるマクロモデルが，以下のように与えられている。

　　　　　消費関数：Ｃ＝0.8（Ｙ−Ｔ）＋80

　　　　　　定額税：Ｔ＝100

　　　　　投資関数：Ｉ＝50−10r

　　　　　政府支出：Ｇ＝100

　　名目貨幣供給量：Ｍ＝100

　　　　　物価水準：Ｐ

　実質貨幣需要関数：Ｌ＝0.1Ｙ−10r＋150

ただし，Ｙ：国民所得，r：利子率であり，過少雇用均衡下のＩＳ−ＬＭ分析を前提とす

る。

▲ ＊1
要するに，財が安いか
ら（物価Ｐが下落），国
民は財を多く購入する
（需要が増加する）と
いうことです。

　物価Ｐの下落　 　実質貨幣供給Ｍ
P
の増加

　 　LM曲線の右下方シフト　
　 　国民所得Ｙの増加…ＡＤ曲線は右下がり

公式
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第 4 編　ＡＤ−ＡＳ分析

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学
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正解　Ｐ＝1000
3Ｙ

まずＩＳ曲線を導出します。財市場の需給均衡式Ｙ＝Ｃ＋Ｉ＋Ｇに，

問題文の式を代入すると

　Ｙ＝Ｃ＋Ｉ＋Ｇ

　Ｙ＝0.8（Ｙ−100）＋80＋50−10r＋100

　0.2Ｙ＝150−10r

　r＝15−0.02Ｙ　……①

つぎにＬＭ曲線を導出します。貨幣市場の需給均衡式 M
P
＝Ｌに，問題文の式を代入す

ると，

　 M
P
＝Ｌ

　100
P
＝0.1Ｙ−10r＋150　……②

①を②に代入します。

　100
P
＝0.1Ｙ−10（15−0.02Ｙ）＋150

　100
P
＝0.3Ｙ

	 Ｐ＝1000
3Y
　……ＡＤ曲線

ＡＤ曲線が右下がりであることも同時に確認してください。
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はじめに

　ここでは，マクロ経済学の基礎知識について説明します。
　マクロ経済学は，国の経済の仕組みを分析する学問で
す。なお，国の経済をマクロ経済とよびます。
　国の経済には，商品の取引を行う財市場，お金の取引
を行う貨幣市場（および債券市場），労働の取引を行う労
働市場が存在します。これらの市場について，経済循環図
というものを用いて簡単に説明します。

マクロ経済学の基礎
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マクロ経済学は，国の経済がどのような仕組みになっているかを分

析する学問です。国の経済の仕組みは，下のような経済循環図で表

すことができます。

図のように，国の経済は，財市場，貨幣市場（債券市場），労働市

場の３つの市場から構成されています。

まず，財市場とは，家計（消費者）と企業（生産者）の間で，財
の取引が行われる市場です。

ここで，財とは商品のことです。そして，財を購入する人を，家計

あるいは消費者とよびます。また財を生産・販売する人を，企業ある
いは生産者とよびます。経済活動の基本は，この消費者（家計）と
生産者（企業）の間の商品の売買です。すなわち，企業が財を生産・

販売し，その財を家計が購入するということが，経済活動の基本と

1 経済循環図

財市場

労働市場

貨幣市場
（債券市場）

［家計］ ［企業］
財取引

労働取引

注）　　実物（財，労働）の流れ
注）　　貨幣の流れ

貨幣取引

［国の経済の仕組み］

2 財市場

1
B

国の経済の仕組み
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なります。このような財の売買をする場を，財市場とよぶのです。こ

こで，市場とは家計と企業が取引する場を意味します。この財市場

では，まず，企業がいろいろな財を生産して家計に販売します。よっ

て，財（商品）は，企業から家計に引き渡されます。一方，家計は

財を購入する代金としてお金（貨幣）を支払います。よって，貨幣（お

金）は，家計から企業に引き渡されます。

このように，家計と企業は財市場において財と貨幣を交換すること

になり，これが経済活動の基本となります。

ここで一番重要なことは，財市場において，国民所得の大きさが
決まるということです。国民所得とは，国民全体における１年間の所

得合計のことをいいます。

たとえば，現在の日本の国民所得は約500兆円ですが，これは

１億２千万人の日本人全体が１年間に約500兆円の所得を得ているこ

とを意味します。

それでは，我々はどのように所得を得ているのでしょうか。我々は，

労働により所得を得ています。ここで，労働とは企業で働いて財を

生産し販売することです。そして，企業が財の販売で得た売上げが，

労働の報酬として我々の所得になるのです。すなわち，日本では国

民全体が，１年間の労働でさまざまな種類の財を500兆円分だけ生産・

販売し，この企業の売上500兆円が国民の報酬として日本人の所得と

なっているのです。

このように，財市場で財が生産・販売（取引）された額だけ，国

民の所得が発生することになります。

家計 企業

財の販売

貨幣の支払い

財市場

家計 企業
500兆円の財取引

⬇

国民所得500兆円
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以上の説明でわかるように，国の経済活動の基本は，財市場にお

ける家計と企業の取引（財と貨幣の交換）であり，·1·年間の財（商品）

の取引額が国民の所得となるため，財市場が国の経済の中心となり

ます。

よって，マクロ経済学では，財市場の分析を中心に，財市場で国

民所得がどのような大きさに決定されるかを分析していきます。

すでに説明したように，家計と企業の間で財の取引をするには，貨

幣（お金）が必要となります。この貨幣（お金）の取引が行われる

市場を，貨幣市場といいます。
具体的には，我々が働いて得た所得（貨幣）は，いったん，銀行

に振り込まれ，銀行に預金されます。そして，我々家計は，日常生活

に必要な財を購入するのに必要な分だけ，貨幣を銀行から引き出す

ことになります。反対に，たとえば家計が家（財）を購入する場合や，

企業が工場（財）を建設する場合などには，銀行から資金（貨幣）

を借りることもあります。

このように，銀行を中心に我々は貨幣を取引しています。このよう

な貨幣の貸し借りが行われる場を，貨幣市場＊1とよぶのです。

つぎに，債券市場とは，債券を取引する場です。ここで債券とは，
国債，地方債，社債などを総称したものです。国債（公債）とは，

政府が借金をするときに発行する債券（借用書）です。社債とは，

企業（会社）が企業活動の資金を得るために発行する債券（借用書）

です。

これらの債券は，証券会社を通じて取引が行われます。すなわち，

資金（お金）を必要としている政府や企業は，証券会社を通じて債

券（借用書）を発行します。他方で，資金（お金）の余っている家

計や企業は，証券会社を通じて債券（借用書）を購入して資金を貸

し付けるのです。

このように，証券会社を中心に我々は債券を取引しており，この債

券の取引（資金の貸し借り）が行われる場のことを，債券市場とよ

びます。

貨幣市場と債券市場は，同じ資金（お金）の貸し借りに関する市

場であるため，密接な関係があり，あわせて金融市場とよばれること

もあります。よって，マクロ経済学でも，これら２市場は一緒に分析

します。

3 貨幣市場（債券市場）

▲ ＊1
我々は財取引のために
必要な貨幣を貨幣市
場を通じて調達するの
です。
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労働市場とは，家計と企業の間で労働の取引が行われる市場です。
家計は，財を購入するために所得を必要とします。そして，この所

得を得るためには，働く必要があります。働くとは，企業に自分の労

働力を提供し，その報酬として賃金（所得）を得ることです。この家

計による労働力の提供を，家計の労働供給といいます。要するに家

計の労働供給とは，企業で働くということです。

他方で，企業は財を生産・販売するために労働者を雇用する必要

があります。この企業が労働者を雇用することを，企業の労働需要

といいます。そして，企業は労働者を雇用して労働者に財を生産・

販売してもらう見返りとして，労働者に報酬として賃金（所得）を支

払うこととなります。

以上のように，家計と企業の間では，財だけではなく，労働の取引＊2 
も行われます。この労働の取引が行われる市場を，労働市場とよびます。

貨幣・債券取引

貨幣，債券市場

資金が必要な
家計・企業・政府

資金が余っている
家計・企業・政府

4 労働市場

▲ ＊2
労働の取引とは，要す
るに家計（労働者）が
就職活動をし，企業が
その就職活動している
労働者を雇用するとい
うことです。

家計 企業

賃金の支払い

労働の提供

労働市場

公 式
1　財市場：消費者と生産者が財を取引する市場
2 　貨幣（債券）市場：貨幣の貸し借り（債券の売買）が行わ

れる市場
3　労働市場：家計と企業の労働取引が行われる市場
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次の空欄Ａ〜Ｃにあてはまる言葉を入れなさい。

経済活動の基本は，消費者が企業から A を買うことである。しかし，そのためには，
消費者は働いて所得を得なくてはならないし，生産者は生産活動をしなくてはならない。

結果として，消費者は B を提供して賃金を得る一方，生産者は B を調達して生産

活動を行うこととなる。この取引が行われるのが B 市場である。

また，企業は生産に必要な資金を， C が余っている消費者から借り入れたり，債券

を発行したりして調達する。この取引が実施されるのが C 市場である。

Ａ…財，Ｂ…労働，Ｃ…貨幣



71　国の経済の仕組み

MEMO





第　　編

第１章

第２章

第３章

国民所得の計算

国民所得決定（財市場分析）

政府の総需要管理政策

　この第１編では，商品が取引される財市場を分析するこ
とにより，国民の所得がどのように決定されるかについて
説明します。
　まず，国民所得の大きさを計算する方法について説明し
ます。国民所得は，統計データに基づいて計算されます。
この統計データから，どのような方法で国民所得が計算さ
れるかを考えます。
　つぎに，国民の経済活動により，どのように国民所得が
決定されるのかを，図を用いて説明します。
　最後に，政府は失業対策として，どのような政策を実施
する必要があるかという政府の経済政策について，説明し
ます。

財市場と国民所得の決定

1





国内総生産の計算
国民所得の計算

国民所得計算の注意点

まず，第１章では統計データから，ど
のような方法により国民所得が計算される

のかについて，説明します。
　なお，国民所得とは，国民全体の所得の合計です。
この国民所得には，統計上さまざまな定義がありま
す。よって，これらの国民所得の定義を順番に説明
していきます。
　まず，1では国内総生産ＧＤＰというものを説明
します。
　つぎに，2では国民総所得ＧＮＩ，国民所得ＮＩ
について，説明します。
　最後に，3では国民所得を計算するときの注意点
について，説明します。

過去の
出題例

国民所得の計算

第　　章1
国民所得の計算
1
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すでに説明したように，国全体での財の生産・販売額が，その国

の国民の所得になります。

まず，この理由について，簡単な例を用いて考えたいと思います。

たとえば，ある小さな国で，国民は農業で小麦を生産しているか，

製造業でパンを生産しているかのどちらかであるとします。農業に従

事している国民は，タダで手に入るタネを原料にして，１年間の労働

により40万円で販売できる小麦を生産したとします。また，製造業

に従事する国民は，この40万円の小麦を原料にして，１年間の労働

により100万円で販売できるパンを生産したとします。

以上がこの国の経済活動のすべてとすると，結局，この国では国

民全体で，最終的に100万円のパン（財）を生産したことになります。

ここで，注意しなければならないのは，いったん生産された小麦は

原料として使われてしまいますので，パンが生産される途中で失わ

れてしまうということです。このように，生産の途中で失われる原料

を中間生産物といいます。また，最終的に生産されるパン（財）を最
終生産物といいます。
なお，パン（財）はこの国の国民の食料として国民に販売されま

すので，この国の財の生産・販売額は100万円となります。

1 国内の経済活動

国の経済活動
　　　　タネ（０円）
　　　　 　　農業での労働
　　　　小麦（40万円）　　　　中間生産物（原料）

　　　　 　　製造業での労働
　　　　パン（100万円）—　最終生産物（財）

1
AA

国内総生産の計算
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では，この経済活動によりこの国の国民はどれだけの国民所得を

得たのでしょうか。

もう一度，この国の生産活動を示すと，

　　　財の国内総生産　　　中間生産物（原料）　　国民所得

　農業　　小麦（40万円）　　タネ（０円）　　　· 　40万円

製造業　　パン（100万円）　小麦（40万円）　· 　　 60万円

計　　　　140万円　　−　　　40万円　　　　　＝100万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＧＤＰ）

となります。

まず，農業に従事している国民は，０円のタネを用いて小麦を生産

し，これを製造業者にパンの原料として40万円で販売しますので，

この40万円が農業に従事している国民の所得（労働の報酬）となり

ます。

つぎに，製造業に従事している国民は，40万円の小麦を用いてパ

ンを生産し，これを国民に100万円で販売します。ここで製造業では，

100万円の売上げから小麦の支払い40万円を引いた60万円が製造業

に従事している国民の所得（労働の報酬）となります。

よって，国民全体の所得（国民所得）は，農業所得40万円＋製造

業所得60万円＝100万円となります。そして，この国民所得100万円は，

この国の財（最終生産物パン）の生産・販売額100万円に等しいこと

がわかります。

このように，国全体での財の生産・販売額が，その国の国民の所

得になるのです。なお，このように計算される国民所得を国内総生産
＊1とよび，ＧＤＰと表記します。これは，国内の生産活動で国民が得

る所得を表しています。このＧＤＰは，

で計算できます。

2 財市場

▲ ＊1
国内景気の動向をみる
のであれば，当該国民
であれ，外国人であれ，
国内におけるすべての
経済主体（個人，企業）
による経済活動を対象
にしたほうが好都合で
あると考えられるた
め，［国民］総生産に
代わって［国内］総生
産の統計が重視され
るようになりました。

ＧＤＰ（国内総生産）＝ 国内総生産額－中
間生産物
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この国では，農業が40万円の小麦を生産し，製造業が100万円のパ

ンを生産しているので，国内総生産額は140万円となります。しかし，

このすべてが国民の所得になるのではありません。なぜなら，この

140万円の中には，原料として生産の途中で失われてしまう小麦40万

円が含まれており，失われる40万円分は，国民の所得にはならない

のです。

よって，この国内の総生産額の計140万円から中間生産物（原料）

40万円を差し引いた分が，この国の国内生産で得られる国民所得（国

内総生産ＧＤＰ）100万円となるのです。

この国内総生産ＧＤＰは，国内の付加価値を計算したものであると

いわれます。なお，付加価値とは，国民が労働により生み出した（付
け加えた）価値のことを意味します。

先の例をもう一度示すと，以下のようになります。

（労働） （所得）

農業 タネ ＋40万円 小麦 付加価値

（０円） （40万円） 40万円

製造業 小麦 ＋60万円 パン

（40万円） （100万円） 60万円

まず，農業に従事する国民は，１年間の労働により，０円のタネか

ら40万円の小麦を生産したのですから，労働により40万円の価値を

生み出した（付け加えた）ことになります。よって，農業の付加価値

は40万円となります。そして，この付加価値40万円が，農業に従事

する国民の所得40万円になるのです。我々は，自分が働いて生み出

した価値（額）だけ，労働の報酬として所得を得るのです。

つぎに，製造業に従事する国民は，１年間の労働により，40万円

の小麦から100万円のパンを生産したのですから，労働により60万円

の価値を生み出した（付け加えた）ことになります。よって，製造業

の付加価値は60万円となり，この付加価値60万円が，製造業に従事

する国民の所得60万円になります。

よって，この国全体の付加価値は100万円であり，これは国内総生

産であるＧＤＰの100万円に一致します。

3 国民所得と付加価値
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下の文の空欄Ａ〜Ｃにあてはまる語句を入れよ。

国内総生産（ＧＤＰ）とは，一定期間における国内で発生する A の総計であり，
Ｂ から Ｃ を差し引いたものである。

Ａ…付加価値，Ｂ…国内総生産額，Ｃ…中間生産物
　ＧＤＰ（国内総生産）＝国内総生産額−中間生産物＝付加価値の総計

ということを覚えておきましょう。

公 式 　ＧＤＰ（国内総生産）
　＝国内総生産額－中間生産物＝付加価値の総計
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AA

国内の生産活動により得られる国民の所得は，国内総生産ＧＤＰ

で計算されます。しかし，現在の経済活動は国際化されており，多く

の国民が海外の生産活動で所得を得ています。よって，これらの海

外で得られる所得も考慮する必要があります。

たとえば，以下の例を考えます。

日本のＧＤＰが100万円とします。ここで，実はこの100万円がす

べて日本国民の所得になるわけではありません。日本でも多くの外国

人労働者が生産に従事しているため，国内の生産活動から得られる

所得であるＧＤＰ100万円の中には，これらの外国人労働者の所得が

含まれているのです。たとえば日本のＧＤＰ100万円のうち，５万円

が日本国内で働いているアメリカ人の得た所得であるとします。する

と，このアメリカ人の所得５万円は，日本がアメリカへ支払わなけれ

ばなりません。

他方で，アメリカのＧＤＰが150万円として，やはりこの中にはア

メリカ国内で働いている日本人の所得が15万円含まれているとしま

す。すると，この15万円は，日本がアメリカから受け取ることになり

ます。

以上より，日本国民の所得は，国内で得た所得95万円（100万円−

５万円）と海外で得た所得15万円の合計である110万円となります。

このように計算される国民所得を，国民総所得とよび，ＧＮＩで示し
ます。

なお，この国民総所得ＧＮＩは，

1 国民総所得

ＧＤＰ100万円
（アメリカ人5万円）

所得受取15万円

所得支払5万円

ＧＤＰ150万円
（日本人15万円）

日本 アメリカ

国民所得の計算２
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２　国民所得の計算

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

で計算できます。

ここで，海外からの純所得とは，（海外所得受取−海外所得支払）

です。すなわち，日本のＧＤＰは100万円，海外からの純所得は，（海

外所得受取15万円−海外所得支払５万円）＝10万円なので，日本の

国民総所得ＧＮＩは，110万円（100万円＋10万円）となります。

さらに，注意する点として，国民の定義があります。この国民総所

得ＧＮＩは日本国民の所得を計算したものなので，日本国民とは誰の

ことなのかが重要となります。

日本国民とは，法律上はもちろん日本国籍を持つ人および法人（企

業）を指します。しかし，経済学上における日本国民とは，日本国内

の６カ月以上の居住者（個人および企業）のことをいいますので注

意してください。すなわち，経済学上は日本に６カ月以上住めば，日

本国民とみなされるのです。また，企業も国民に含まれていることに

注意してください。

いままでの説明では，簡略化のために生産設備の存在を無視して

きました。しかし，実際の企業の生産を考えると，労働のほかに生産

設備も不可欠です。

それでは，生産設備を考慮すると国民の所得はどうなるでしょう

か。

先の例で，製造業者が100万円のパン（財）を生産する場合に，40

万円の小麦（原料）のほかに30万円のパン焼機（生産設備）が必要

であるとします。さらに，この生産設備は，10年間の生産活動により

古くなり廃棄される（価値がゼロになる）と仮定します。

（製造業）
·· 小麦（原料）· 40万円

·· パン焼機（生産設備）·30万円

パン

100万円

すなわち，製造業者は，40万円の小麦（原料）と30万円のパン焼

機（生産設備）で，100万円のパン（財）を生産したとします。

　ＧＮＩ＝ＧＤＰ＋海外からの純所得
（国民総所得）

２ 市場価格表示の国民所得
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第 1編　財市場と国民所得の決定

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

このときの製造業の付加価値は，どうなるでしょうか。

まず，100万円のパン（財）を生産した段階で，40万円の小麦（原

料）は失われてしまうため，この100万円から40万円を引いて60万

円となります。さらに30万円の生産設備が10年間の生産で失われて

しまうため，１年間では３万円（30万円÷10年間）の設備の価値が

失われてしまうと考えられます。よって，この失われる３万円の設

備価値も差し引く必要があります。その結果，製造業の付加価値は

57万円（60万−３万円）となります。このような設備の価値の減少を，

資本減耗＊1とよびます。

以上のように生産設備を考慮すると，農業の付加価値（所得）は40

万円ですが，製造業の付加価値（所得）は60万円ではなく資本減耗

３万円を引いた57万円となります。よって，国民の所得は，厳密には

100万円（40万円＋60万円）ではなく，97万円（40万円＋57万円）＊2

となります。

この厳密な国民所得97万円を計算するために，国民総所得ＧＮＩ

100万円から資本減耗３万円を差し引く必要があります。こうして計

算される国民所得を，市場価格表示の国民所得とよびます。

なお，国内総生産ＧＤＰから資本減耗を差し引いたものは国内純
生産とよばれ，ＮＤＰで示します。すなわち

となります。市場価格表示の国民所得や国内純生産は付加価値の純

計を表しているといえます。

▲ ＊1
資本とは，生産設備の
ことです。

▲ ＊2
簡略化のために，ここ
では海外からの純所得
を０とし，ＧＤＰ＝Ｇ
ＮＩを仮定していま
す。

市場価格表示の国民所得＝ＧＮＩ－資本減耗

ＮＤＰ（国内純生産）＝ＧＤＰ－資本減耗
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２　国民所得の計算

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

いままでの説明では，簡略化のために政府の存在を無視してきま

した。

しかし，実際には政府の存在しない国はありません。よって，ここ

では政府の存在を考慮します。政府を考慮すると，国民の所得はど

うなるでしょうか。

先の例を用いて，さらに現在の日本のように，パン（財）を販売す

るときに，消費税５％＊3が課されている場合を考えます。

製造業者が100万円のパンを生産・販売する場合に，パンの市場価

格は５％の５万円を上乗せされて105万円（税５万円込み）となりま

す。

ここで重要なことは，いままで説明してきたＧＤＰ，ＧＮＩ，市場

価格表示の国民所得は，すべて市場価格で計算するため，税金５万

円だけ高くなってしまうということです。

　ＧＮＩ＝105万円（税５万円込み）

　市場価格表示の国民所得＝102万円（税５万円込み）

しかし，この５万円の税金は，政府に支払うものですから国民の所

得にはなりません。よって，国民の所得は，市場価格表示の国民所

得102万円（税５万円込み）から，この消費税５万円を引いて，97万

円としなければなりません。

さらに，ここで政府が製造業者に２万円の補助金を与えているとし
ます。すると，この補助金２万円は製造業者（国民）の所得になりま

すので，加える必要があります。こうして最終的に得られる国民所得

を要素費用表示の国民所得といい，

３ 要素費用表示の国民所得

▲ ＊3
なお，この消費税を，
間接税ともいいます。
また，間接税は「生産・
輸入品に課される税」
と表現されている場合
もあります。

パンを100万円
生産

販売

国民所得は，
資本減耗を引いて97万円

⬇

パンの市場価格
＝105万円

（税5万円込み）

（製造業）

要素費用表示の国民所得＝市場価格表示の国民所得－間接税＋補助金
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 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

　99万円＝102万円−５万円＋２万円

となります。ここで要素費用表示とは，（間接税−補助金）を含んで

いないという意味です。＊4

もう一度確認すると，市場価格105万円（ＧＮＩ）から，まず，資

本減耗３万円を引き（市場価格表示の国民所得＝102万円），さらに

国民が政府に支払う間接税（消費税）５万円を引いて，国民が政府

から受け取る補助金２万円を加えた99万円（要素費用表示の国民所

得）が，最終的に国民が得る所得となるのです。したがって，単に「国
民所得（ＮＩ）」といった場合，通常は要素費用表示の国民所得を指
す＊5と理解しましょう。

下の文の空欄Ａ〜Ｆにあてはまる語句を入れなさい。

国内純生産（ＮＤＰ）とは， A から Ｂ を差し引いたものであり， Ｃ の純計
である。

要素費用表示の国民所得とは， Ｄ から Ｅ を引き， Ｆ を加えたものである。

Ａ…ＧＤＰ，Ｂ…資本減耗，Ｃ…付加価値，Ｄ…市場価格表示の国民所得，Ｅ…間接税，
Ｆ…補助金

国内純生産（ＮＤＰ）＝ＧＤＰ−資本減耗＝付加価値の純計

要素費用表示の国民所得＝市場価格表示の国民所得−間接税＋補助金

▲＊4
（間接税−補助金）をひ
とまとめにして「純間
接税」とよぶ場合もあ
ります。したがって，「要
素費用表示の国民所得
＝市場価格表示の国民
所得−純間接税」とし
てもよいわけです。

▲ ＊5
国民所得という用語は
統計用語である「国民
所得（ＮＩ）」のほかに，
より一般的に「国民の
所得」やＧＤＰといっ
た広い意味で用いられ
ることもあります。後
に学習するマクロ経済
モデルにおける国民所
得Ｙがこの例にあたり
ます。

1　ＧＮＩ（国民総所得）＝ＧＤＰ＋海外からの純所得
2　海外からの純所得＝海外所得受取－海外所得支払
3　市場価格表示の国民所得＝ＧＮＩ－資本減耗
4　ＮＤＰ（国内純生産）＝ＧＤＰ－資本減耗
5 　要素費用表示の国民所得＝市場価格表示の国民所得－間

接税＋補助金

公 式



21２　国民所得の計算

MEMO
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第 1編　財市場と国民所得の決定

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

AA

国民所得は，１年間のフローを計算したものといわれます。フロー
とは，簡単にいえば所得のことです。

このフロー（所得）に対して，ストックという言葉があります。ス
トックとは，簡単にいえば資産（貯蓄，土地，建物，株・債券など）

のことです。

ここで重要なことは，国民所得は，１年間のフロー（所得）を計算

したものであり，ストック（資産）を計算したものではないというこ

とです。

たとえば，日本の国民所得（ＧＤＰ）は，約500兆円ですが，これは，

すでに説明したように１億２千万人の日本人が，１年間の労働で得た

所得（フロー）を計算したものです。これに対して，日本人の家計の

貯蓄（資産＝ストック）は，1,300兆円ほど存在します。もちろんこ

の貯蓄は，資産（ストック）であるため，国民所得（ＧＤＰ）の計算

には含まれないのです。

以上より，たとえば，株や土地の価格が上昇して日本人の資産が

増えたとしても，ＧＤＰ（国民の所得）が増えるわけではありません

ので，注意が必要です。ただし，これらの資産を売却した場合，資

産売却で得た金額は所得として計算されます。

すでに説明したように，国民が市場で財を生産・販売した額だけ，

国民の所得が得られます。よって，国民所得は，原則として１年間に

市場で販売された財の金額を計算したものとなります。

たとえば，我々が美容院で髪を切り５千円を支払うと，これは国民

所得に計算されますが，自分で髪を切った場合（５千円分の労働）は，

国民所得に計算されません。

しかし，例外として，市場で販売されない財の金額も，帰属計算

という方法で，国民所得（ＧＤＰ）の計算に含める場合があります。

たとえば，農家が１年間の労働により，40万円のお米を生産し，自

１ フローとストック

２ 帰属計算

国民所得計算の注意点３
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３　国民所得計算の注意点

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

分が消費する（食べる）分の10万円を残し，30万円のお米を市場で

販売したケースを考えます。

農家が40万円のお米を生産したのですから，農家の労働による付

加価値は40万円になるはずです。

しかし，農家は，生産したお米のすべてを市場で販売することは

しません。自分の消費分の10万円を残し，30万円だけ市場で販売し

ますので，原則に従い，市場取引された額で計算すると，ＧＤＰ＝

30万円となります。しかし，これでは，ＧＤＰと付加価値が一致しま

せん。

そこで，この農家の自己消費10万円は，市場取引されていないの

ですが，例外としてＧＤＰの計算に含めることにより，ＧＤＰ＝30万

円＋農家の自己消費10万円＝40万円（付加価値）というように，Ｇ

ＤＰと付加価値を一致させるのです。

このような計算を，帰属計算といいます。この帰属計算は，あくま
でも例外なので，農家の自己消費，持ち家の帰属計算＊1，現物支給＊

2などにのみ適用されます。

なお，主婦の家事労働については，理論上は同様に帰属計算され

るべきものですが，現在は帰属計算の対象になっていません（家事を，

主婦ではなく家政婦さんにしてもらうと，給料分の所得が発生するた

め，本来は主婦が家事をする場合も所得に含めるべきものです）。

たとえば，ある国の国民所得ＧＤＰ（＝財の生産額）が100万円と

します。そして，財の生産量が100個であるならば，この財の価格（物

価）は，１万円ということになります。

農家
40万円のお米生産
（付加価値＝40万円）

自己消費
10万円

市場販売額
30万円

（原則　GDP＝30万円）

▲ ＊1
持ち家の帰属計算と
は，自分の持ち家に住
んでいても，その家を
人に賃貸すれば毎年
60万円の家賃所得が
得られる場合，この
60万円を国民所得に
含めることをいいま
す。

▲ ＊2
現物支給とは，企業が
生産した財を，販売せ
ずに社員に給料の代わ
りに直接引き渡す場合
をいい，これも帰属計
算で国民所得に含めま
す。

３ GDPデフレータ
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 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

　　生産額100万円＝価格（物価）１万円×生産量100個

　価格（物価）１万円＝ 生産額100万円
生産量100個

このＧＤＰから計算される物価を，ＧＤＰデフレータ＊3といいます。

また財の生産額100万円を，名目ＧＤＰといい，財の生産量100個を，
実質ＧＤＰといいます。
よって，ＧＤＰデフレータは，

で計算されます。

なお，経済学では金額表示を名目値といい，数量表示を実質値と
いいます。これは重要なので覚えておいてください。

国民の所得（ＧＤＰ）は，国民が労働により財を生産しただけ得ら

れます。よって，財の生産額100万円を名目ＧＤＰ（金額表示の国民

所得）とよび，財の生産量100個を実質ＧＤＰ（数量表示の国民所得）

とよぶのです。

国内総生産ＧＤＰは，3 つの側面＊4から計算することが可能です。

この３つの側面は，生産面，分配面，支出面です。

（１）生産面のＧＤＰ

すでに説明したように，我々は生産した分だけ（付加価値だけ），

所得を得ることができます。よって，国内で財がどれだけ生産された

かを計算して求めるのが，生産面のＧＤＰとなります。この生産面の
ＧＤＰは，すでに説明したように

で計算されます。

▲ ＊3
インフレーション（物
価上昇）の測定には，
ＧＤＰデフレータ，消
費者物価指数（ＣＰ
Ｉ），国内企業物価指
数（卸売物価指数（Ｗ
ＰＩ））が用いられま
す。ＧＤＰデフレータ（物価）＝

名目ＧＤＰ（生産額）
実質ＧＤＰ（生産量）

４ GDPの三面等価原則

▲ ＊4
それぞれの定義と計算
式をしっかり暗記しま
しょう。

生産面のＧＤＰ＝国内生産額－中間生産額
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３　国民所得計算の注意点

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

（２）分配面のＧＤＰ

財が生産・販売されると，その売上げは，生産に参加した人々に

所得として分配されます。この所得が誰に分配されたかを計算して

求めるのが，分配面のＧＤＰとなります。分配面のＧＤＰは，
　　分配面のＧＤＰ＝·雇用者報酬＋営業余剰＋資本減耗＋·

（間接税−補助金）

で計算されます。

まず，財の売上げは，労働者の所得として分配されます。これが

雇用者報酬です。つぎに，財の売上げは，企業の利益として分配さ
れます。これが営業余剰です。また，財の売上げは，設備を維持す
るために用いられます。これが資本減耗です。これは資本減耗だけ

設備の価値が生産により失われるため，この分を埋め合わせるため

に，設備の維持に分配されるものです。最後に，財の売上げは，政

府に税金として分配されます。これが（間接税−補助金）です。政

府は，企業に間接税を課しますが，他方で企業に補助金を与える場

合もあるため，この差引分が政府の取り分となります。

（３）支出面のＧＤＰ

分配された所得は，最終的に財の購入（需要）に支出されます。

よって，誰が所得を財に支出したかを計算して求めるのが，支出面
のＧＤＰとなります。なお，この支出面のＧＤＰは，国内総支出ＧＤ
Ｅという場合もあります。支出面のＧＤＰ（ＧＤＥ）は，
　支出面のＧＤＰ＝·民間最終消費支出＋総固定資本形成＋·

在庫品増加＋政府最終消費支出＋輸出−輸入

で計算されます。

まず，民間最終消費支出とは，個人が財の消費に支出した所得分
を示します。つぎに，総固定資本形成＋在庫品増加とは，主に企業が，
生産設備（資本）に支出した所得分と在庫品の購入に支出した所得

分を示しています。さらに，政府最終消費支出とは，政府が行政活
動に必要な財等に支出した所得分を示しています。最後に，輸出−

輸入とは，外国人が日本国内で生産された財に支出した所得分を示

しています。

（４）ＧＤＰの三面等価原則

これら生産面のＧＤＰ，分配面のＧＤＰ，支出面のＧＤＰは，すべ

て同じ国内の生産で発生した付加価値（所得）を計算したものなので，
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必ず等しくなります。これを，ＧＤＰの三面等価原則といいます。

国民経済計算の諸概念について，以下の値が与えられている。このとき国内総生産，市場
価格表示の国民所得の値はいくらになるか。

民間最終消費支出 200 海外への所得の支払い ３
政府消費支出 50 海外からの所得の受取り ６
総固定資本形成 20 固定資本減耗 ２
在庫品増加 ５ 間接税 ４
財・サービスの輸出 10 補助金 １
財・サービスの輸入 ５

ＧＤＰの三面等価原則
生産面のＧＤＰ＝分配面のＧＤＰ＝支出面のＧＤＰ

公 式
1　ＧＤＰデフレータ＝名目ＧＤＰ（生産額）

実質ＧＤＰ（生産量）

2　生産面のＧＤＰ＝国内生産額ー中間生産額＝最終生産物
3　分配面のＧＤＰ＝ 雇用者報酬＋営業余剰＋資本減耗＋（間

接税－補助金）
4　支出面のＧＤＰ＝ 民間最終消費支出＋総固定資本形成＋

在庫品増加＋政府最終消費支出＋輸出
－輸入

5　（三面等価原則）
　  生産面のＧＤＰ＝分配面のＧＤＰ＝支出面のＧＤＰ
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 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター マクロ経済学

正解　国内総生産…280，市場価格表示の国民所得…281
まず国内総生産ＧＤＰを求めると，

　ＧＤＰ＝·民間最終消費支出＋政府消費支出＋総固定資本形成＋在庫品増加＋輸出−輸入

　　　　＝200＋50＋20＋５＋10−５＝280　となります。

つぎに国民総所得ＧＮＩを求めると，

　ＧＮＩ＝·ＧＤＰ＋（海外からの所得の受取り−海外への所得の支払い）

　ＧＮＩ＝280＋（６−３）＝283　となります。

よって，市場価格表示の国民所得は，

　市場価格表示の国民所得＝·ＧＮＩ−固定資本減耗

　要素費用表示の国民所得＝283−２＝281　となります。

なお，要素費用表示の国民所得は，

　要素費用表示の国民所得＝·市場価格表示の国民所得所得−間接税＋補助金

　要素費用表示の国民所得＝281−４＋１＝278　となります。
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